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配布数 1,011 名のうち回収数 596 名（回収率 59.0％），有効回答数 553 名（有効回答率
92.8％）であった。対象者の平均臨床経験年数は 27.7 年、看護師長経験年数は 6.8 年であ
り、日本看護協会認定講習ファーストレベル受講者 214 名、セカンドレベル受講者 213 名、
サードレベル受講者 12 名、未受講者 92 名、不明 22 名であった。対象者のＰＭ指導型行動
尺度によるリーダーシップタイプ分類では PM タイプ 170 名、Pm タイプ 95 名、pM タイプ
99 名、pm タイプ 189 名であった。看護部の運営に対し今後の期待度は「目標管理の支援」
が最も高く、「労働環境の調整」が最も低かった。スタッフに対するコミュニケーションス
キル得点の Cronbach’sα係数は 0.73、上司に対するコミュニケーションスキル得点の

















 2013 年 8 月 24、25 日 第 17 回日本看護管理学会学術大会（東京ビックサイト）にて発
表予定。  
 
